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購読ご希望の方はお気軽にお電話下さい

業
と
も
言
え
る
。

　

東
海
大
学
開
発
工
学

部
で
生
物
工
学
を
専
攻

し
た
𠮷
村
社
長
は
、
卒

業
後
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

経
験
を
経
て
24
歳
で
同

社
へ
入
る
。
２
０
１
９

年
４
月
に
社
長
に
就

任
、丸
３
年
が
経
っ
た
。

　

同
社
が
作
る
の
は
延

縄
の
ス
ナ
ッ
プ
と
ロ
ッ

ク
だ
。
こ
れ
に
特
化
し

て
作
っ
て
い
る
の
は
こ

こ
し
か
な
い
。
ま
た
、

商
社
と
し
て
の
仕
事
も

し
て
お
り
、
漁
業
に
必

要
な
あ
ら
ゆ
る
道
具
を

取
り
ま
と
め
て
販
売
し

て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
漁
具
だ

ロ
ッ
ク

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

ロ
ッ
ク

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

ス
ナ
ッ
プ

Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ

2022・4・1

　

ロ
シ
ア
は
新
兵
器
を
使
っ
た
。
迎
撃
困

難
な
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
を
初
め
て
実
戦

投
入
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
武
器
貯
蔵
施
設

な
ど
を
破
壊
し
た
と
発
表
（
３
月
19
日
）。

原
発
や
子
ど
も
・
産
婦
人
科
病
院
、
学
校
、

高
層
集
合
住
宅
、
庁
舎
、
避
難
場
所
な
ど
、

民
間
人
や
非
軍
事
目
標
へ
の
無
差
別
攻
撃
は
「
戦

時
国
際
法
」
で
禁
じ
て
い
る
。
国
際
法
違
反
で
あ

る
。
も
う
や
め
ろ
と
言
え
る
の
は
誰
だ
。

　

各
国
首
脳
の
動
き
が
あ
わ

た
だ
し
い
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

大
統
領
は
「
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
世
界
の
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
こ
と
を
望
む
」と
米
連
邦
議
会
演
説（
３

月
16
日
）
で
訴
え
た
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
習
近
平
主
席
の
オ
ン
ラ
イ

ン
米
中
首
脳
会
議
（
同
18
日
）
は
世
界
が
注
目
し

た
。
習
氏
は「
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
対
話
」

を
指
摘
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
習
氏
に
「
ロ
シ
ア
の
物

理
的
支
援
に
回
ら
な
い
よ
う
に
」
と
説
得
し
た
。

　

最
も
期
待
し
た
い
の
が
３
月
24
日
の
先
進
７
カ

国
（
Ｇ
７
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
首
脳
会
議
な
ど
（
３

月
21
日
時
点
）。
岸
田
文
雄
首
相
は
自
民
党
大
会

で「
国
連
安
保
理
改
革
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ
る
」

と
強
調
し
た
。

　

国
連
憲
章
の
改
定
は
難
度
が
高
い
に
し
て
も
賛

同
者
は
多
い
。
拒
否
権
行
使
の
乱
発
制
限
や
常
任

理
事
国
制
度
、
メ
ン
バ
ー
見
直
し
な
ど
は
現
在
に

対
応
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
国
際
司
法
裁
判
所
で

は
ロ
シ
ア
の
責
任
追
及
の
動
き
は
あ
る
に
し
て

も
、
実
効
性
の
面
か
ら
「
特
別
法
廷
」
の
設
置

も
議
論
す
べ
き
だ
ろ

う
。
誰
も
が
罰
則
と

実
施
ル
ー
ル
の
な
い
国
連
は
「
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
か
」
と
思
っ
て
い
る
。
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題
は
急
ぐ
。
米
中
露
の
直
接
協
議
が
最
も
効
果
的

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
侵
略
戦
争
、
そ

の
た
め
に
も
早
急
に
将
来
の
国
際
シ
ス
テ
ム
を
決

め
る
時
だ
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は
プ
ー
チ
ン
氏
に

「
会
う
時
が
き
た
」
と
呼
び
か
け
た
。
だ
が
、
会

う
に
は
第
三
者
が
戦
火
な
き
こ
と
を
見
届
け
ね
ば

な
ら
な
い
。

晴耕雨読

国
際
シ
ス
テ
ム
を
決
め
る
時

𠮷
村
産
業
株
式
会
社

　

宝
船
印
延は

え
な
わ縄
漁
具
メ

ー
カ
ー
𠮷
村
産
業
株
式

会
社
は
創
業
60
年
の
老

舗
企
業
だ
。
現
在
は
４

代
目
の
𠮷
村
将
孝
社
長

（
34
）
が
舵
取
り
を
し

て
い
る
。
祖
父
が
創
業

し
た
会
社
で
、
伯
父
そ

し
て
父
が
継
承
し
現
在

に
至
る
。
𠮷
村
家
の
家

け
で
な
く
工
事
現
場
な

ど
他
の
用
途
で
使
わ
れ

る
部
品
な
ど
も
扱
い
、

仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い

る
。
こ
の
割
合
が
35
〜

40
％
を
占
め
て
い
る
と

い
う
。

　

若
さ
と
柔
軟
な
考
え

方
を
持
つ
𠮷
村
社
長
は

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
次
々
と
挑
戦
す

る
だ
ろ
う
。（小

野
元
裕
）

訪ねて
を

59

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

延は
え

縄な
わ

の
ス
ナ
ッ
プ
と
ロ
ッ
ク
に
特
化

社長　𠮷村将孝
本社　大阪市天王寺区松ケ鼻町３-10
TEL　06-6771-5329
工場　大阪市東住吉区杭全６-２-７
TEL　06-6719-2953

𠮷村産業株式会社

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
自
動
車
教
習
所
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八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！
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（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

株
式
会
社

摂
津
金
属
工
業
所

〒
578-

0901
東
大
阪
市
加
納
４―

14―
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Ｅ
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◆
イ
タ
リ
ア
・
ア
デ
ジ
ェ
社
製
の
最
新
鋭
パ

イ
プ
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
（
写
真
）、
ド
イ
ツ
・

ト
ル
ン
プ
社
製
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
等
の
最

新
鋭
設
備
が
フ
ル
稼
働
。

◆
パ
イ
プ
材
は
自
社
工
場
造
管
設
備
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
供
給
。
パ
イ
プ
材
を
主
と
し

た
板
金
加
工
な
ら
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
店
舗
用
陳
列
台
・
陳
列
金
物
・
住
宅
設
備
品

の
開
発
・
製
造
・
販
売
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

代
表
取
締
役

田
中
啓
司

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

株
式
会
社
河
内
鉄
工
所

堺
市
堺
区
北
庄
町
３
丁
１―
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河
内 

修

代
表
取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

２
２
１―

４
４
５
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自
社
製
作
金
型
に
よ
る
品
質
管
理
・
短
納
期
対
応

自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
積
極
的
に
開
発
・
販
売

（
サ
ー
モ
セ
ン
サ
ー
付
き
足
踏
み
式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
）

逃げるんだ・登るんだ

津波による人的被害を
ゼロにしたい

平成27年度大阪府　中小企業新商品購入制度の認定商品

避難階段の決定版  簡易設置式くさり階段

NPO法人 災害避難研究所
                           （理事長 松茂良興治）
〒578-0932　東大阪市玉串町東 2-5-39
TEL 072-925-3450　FAX 072-922-9653
MOB 090-1020-2682

東大阪新聞 創刊90周年 記念講演会

平穏死からコロナまで

令和４年 （2022 年）５月７日 （土）
14：00～16：00（開場 13：30）
東大阪市文化創造館 大ホール

東大阪市御厨南２－３－４
TEL 06－4307－5772

　2500人以上看取り平穏死の尊さを訴え続ける長尾和宏医師は、コロナ禍のなか1200人以上のコロナ患者の
診療に当たっている。町医者が最初の砦になり感染拡大を防ぐことが何より重要だと力説する長尾医師。
　東大阪新聞創刊 90周年記念に 「生と死を見つめて～平穏死からコロナまで」 と題して講演いただきます。

生と死を見つめて

主催   　株式会社東大阪新聞社

入場無料
申込不要

問い合わせ 
☎ ０７２－９２６－５１３４

長尾クリニック院長・医学博士 長尾和宏講師

入場無料
申込不要主催  文化創造倶楽部

大阪における新聞の歴史関連講演会

講師 株式会社新風書房 代表取締役　福山琢磨
令和４年（2022年）５月７日（土）
10：00～ 11：30（開場 9：30） 東大阪市文化創造館　創造支援室C1・C2

虐
待
は
連
鎖
し
な
い

上
原
よ
う
子

四六判 143 頁並製本
定価2,200 円（税込み）

ドニエプル出版 （TEL 072-926-5134）

　

17
年
に
わ
た
る
虐
待
か
ら
脱
出
し
、
自
ら
の
人
生
で

虐
待
は
連
鎖
し
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
真
実
の
書
。
マ

ス
コ
ミ
で
は
虐
待
の
連
鎖
ば
か
り
を
報
道
す
る
が
、
実

際
は
連
鎖
し
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
。

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
児
童
虐
待
防
止
協
会
の
津
崎
哲
郎

理
事
長
が
「
よ
き
理
解
者
に
な
る
こ
と
が
そ
の
子
ど
も

の
一
生
を
救
う
」
と
推
薦
文
を
寄
せ
て
い
る
。

全
国
主
要
書
店
で
発
売
中

自
分
史
・
社
史

072-926-5134
株式
会社

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

７日  ゲスト ： 下河内優子さん「時短家事の始め方」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

14日  ゲスト ： 話題の本「物語　ウクライナの歴史」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

21日  ゲスト ： 尾崎航平さん「ゴルフグリップを開発」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

28日  ゲスト ： エバ・ハダシさん
　　　「ウクライナに平和を！」

 （キャスター ： 小野元裕社長）

４月

　

ま
ず
は
、
日
本
ウ
ク
ラ

イ
ナ
文
化
交
流
協
会
（
八

尾
市
山
本
町
南
６
―
２
―

29
）
の
小
野
元
裕
会
長

（
52
）
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

現
状
に
つ
い
て
講
演
。「
友

人
な
ど
が
現
在
苦
し
い
状

態
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

理
解
し
て
ほ
し
い
」
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
在
住
経
験
の
あ

る
小
野
会
長
は
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
ロ
シ
ア
の
発
祥
の
地
。

よ
く
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
は

『
兄
弟
国
』
と
表
現
さ
れ
る

が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
と
っ

て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
母

で
あ
り
、
ロ
シ
ア
は
子
ど

も
だ
」と
解
説
。そ
の
上
で
、

「
ロ
シ
ア
は
大
き
く
な
り
す

ぎ
た〝
ド
ラ
息
子
〞で
あ
り
、

小
さ
く
な
っ
た
〝
お
母
さ

ん
〞
を
踏
み
に
じ
っ
て
い

る
」
と
ロ
シ
ア
を
強
く
批

判
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
国
外

へ
の
避
難
民
が
３
０
０
万

人
に
上
り
、
日
本
で
は
約

70
人
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
毎
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

友
人
と
連
絡
を
取
り
合
う

小
野
会
長
は
、「
日
本
ウ

ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

も
避
難
民
の
受
け
入
れ
サ

ポ
ー
ト
に
踏
み
切
る
。
国

な
ど
行
政
が
で
き
な
い
き

め
細
か
な
こ
と
を
受
け
皿

と
し
て
や
っ
て
い
く
」
と

話
し
た
。

　
「
今
回
の
戦
争
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め

て
ほ
し
い
。
対
岸
の
火
事

と
思
わ
ず
考
え
て
ほ
し

い
。
一
カ
月
前
は
キ
エ
フ

で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
歓
談
し
て
い
た
市
民
。

キ
エ
フ
に
攻
め
込
ん
で
く

る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い

と
考
え
て
い
た
。
こ
う
い

う
こ
と
は
い
つ
起
こ
る
こ

と
か
分
か
ら
な
い
。
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
訴

え
た
。

20
年
近
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
関
わ
っ
て
き
た
小
野
会

長
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
至
る
ま
で
〜
誰
も
知
ら

な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
素

顔
」
を
緊
急
出
版
す
る
。

２
０
１
４
年
か
ら
月
２
回

の
ペ
ー
ス
で
東
大
阪
新
聞

に
連
載
し
て
き
た
も
の
を

ま
と
め
た
も
の
。
問
い
合

わ
せ
は
、
ド
ニ
エ
プ
ル
出

版
（
☎
０
７
２
―
９
２
６

―
５
１
３
４
）
へ
。

　

講
演
終
了
後
は
、
関
西

を
中
心
に
ス
ペ
イ
ン
や
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
で
も
活

躍
し
て
い
る
女
流
剣
士
の

野
内
花
峰
さ
ん
（
29
）
が

華
麗
な
剣
舞
を
披
露
。
そ

の
後
、
宮
川
真
由
美
さ
ん

（
55
）
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
、

ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
Ｏ
ｎ
ｏ

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
（
50
）、
日

本
在
住
20
年
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
出
身
歌
手
エ
バ
・
ハ
ダ

シ
さ
ん（
46
）の
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
た
。

　

毎
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
公

演
活
動
し
て
い
る
Ｏ
ｎ
ｏ

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
は
、「
毎
日

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス

を
見
て
胸
が
張
り
裂
け
る

思
い
で
す
。
日
本
で
声
を

上
げ
て
く
れ
る
こ
と
が
励

み
に
な
る
、
と
の
友
人
の

言
葉
で
今
日
も
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
ま
し
た
」
と
語
っ

た
。
二
度
と
戦
争
が
起
こ

ら
な
い
こ
と
を
願
い
作
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
祈
り

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
」
な
ど

計
８
曲
を
熱
唱
し
た
。

　

親
戚
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

内
に
残
っ
て
い
る
エ
バ
・

ハ
ダ
シ
さ
ん
は
、「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
平
和
な
国
で

す
。
独
立
し
て
発
展
し
続

け
て
ほ
し
い
。
音
楽
の
力

で
平
和
を
伝
え
た
い
」
と

述
べ
た
。「
今
回
の
戦
争

で
ロ
シ
ア
人
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
は
違
う
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
も
ら
え
た
」
と

し
な
が
ら
も
、「
命
よ
り

も
大
切
な
も
の
が
あ
る
。

国
家
・
民
族
を
守
る
こ
と

が
大
事
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
ロ
シ
ア
の
一
部
に
何
度

と
な
く
な
っ
た
歴
史
が
あ

る
。
今
主
権
を
失
う
と
取

り
戻
す
の
に
何
百
年
も
か

か
る
。世
界
が
見
て
い
る
。

世
界
の
力
を
借
り
て
戦
っ

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
を
願
う
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
主
催
）
が
３

月
21
日
に
八
尾
の
商
業
施
設
で
行
わ
れ
た
。
会
場

に
は
２
０
０
人
を
超
え
る
人
が
集
ま
り
、
立
ち
見

も
出
る
ほ
ど
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
避
難
民
支
援
募
金
箱
も

設
置
さ
れ
、
会
場
に
来
た
人
た
ち
か
ら
支
援
金
が

寄
せ
ら
れ
た
。

の
下
、
菅
河
憲
三
会
長

（
74
）
は
じ
め
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
で
満
開
に
な
る

こ
と
を
祈
っ
た
。

テ
ィ
ー
に
は
、
安
倍
晋
三

元
首
相
（
67
）、
自
民
党

の
高
市
早
苗
政
調
会
長

（
61
）、
松
川
る
い
参
議
院

議
員
（
51
）
も
駆
け
付
け

た
。
会
場
に
は
支
援
者
ら

約
２
８
０
人
が
来
場
。

　

安
倍
元
首
相
は

「
長
尾
さ
ん
は
国
に

と
っ
て
必
要
な
政
治
家
。

ぜ
ひ
と
も
復
活
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　

松
川
参
議
院
議
員
は
、

「
前
回
の
衆
院
選
で
ウ
イ

グ
ル
の
人
権
問
題
を
取
り

上
げ
て
い
た
の
も
、
尖
閣

　

こ
の
日
、
宗
清
皇
一
衆

議
院
議
員
（
51
）
と
塩
川

憲
史
大
阪
府
議
会
議
員

（
32
）
も
駆
け
つ
け
た
。

諸
島
に
行
っ
て
日
本
の
主

権
を
主
張
し
た
の
も
長
尾

先
生
だ
け
だ
っ
た
」
と

語
っ
た
。

　

高
市
政
調
会
長
は
、「
帯

文
を
書
く
の
に
、
じ
っ
く

り
と
読
み
込
ん
だ
。
個
人

名
も
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て

い
て
、
際
ど
い
内
容
で
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
読
ん

だ
。
政
界
の
裏
側
も
含
め

て
、
相
当
詳
し
く
、
厳
し

く
、
で
も
大
切
な
話
が

載
っ
て
い
る
」と
述
べ
た
。

ま
た
、「
長
尾
さ
ん
が
永

前列手前が菅河憲三会長

平和を願い演奏する宮川真由美さん

故郷ウクライナを思い
歌うエバ・ハダシさん

ボフダン・フメリニツキー
を身にまとうOno Aki さん

野内花峰さんが剣舞を披露

長
尾
た
か
し
君
と
日
本
の
未
来
を
創
る
会

「
永
田
町
中
国
代
理
人
」

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

東
大
阪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

東
大
阪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

枚
岡
梅
林
公
園
へ

案
内
板
と
掲
示
板
寄
贈

延縄

快活で人当たりのいい𠮷村将孝社長

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
は

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌
を
観
客

全
員
で
合
唱
し
た
。
観
客

の
ひ
と
り
は
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
性
の
強
い
コ
ン
サ
ー
ト

で
よ
か
っ
た
」
と
満
足
し

て
い
た
。
（
中
野
善
典
）

田
町
に
い
な
い
の
は
残

念
。
前
回
の
総
裁
選
で
は

衆
院
選
前
だ
っ
た
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
私
の
陣
営

に
毎
日
詰
め
て
く
れ
た
。

そ
れ
だ
け
熱
く
行
動
派
の

政
治
家
だ
。
も
う
一
度
永

田
町
で
働
い
て
も
ら

い
た
い
」と
話
し
た
。

　

長
尾
氏
は
、「
10
年
間

の
政
治
活
動
の
中
で
、
特

に
対
中
政
策
に
限
定
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
書
い

た
。
ブ
ロ
グ
な
ど
で
情
報

発
信
し
て
き
た
も
の
の
集

大
成
」
と
述
べ
た
。

　

昨
年
12
月
に
近
鉄
八
尾

駅
前
の
旧
事
務
所
か
ら
ほ

ど
近
い
と
こ
ろ
に
事
務
所

を
移
転
。
秘
書
４
人
態
勢

で
現
在
活
動
し
て
い
る
。

２
月
に
東
京
麹
町
に
も
事

務
所
を
開
設
。「
一
刻
も

早
く
国
政
に
戻
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
視
野

に
入
れ
、
政
治
活
動
を
展

開
し
て
い
く
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
出
演
し
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
「
文
化

人
放
送
局
」
の
生
配
信
も

行
わ
れ
た
。（
中
野
善
典
）

　

長
尾
た
か
し
前
衆
議
院

議
員
（
59
）
＝
写
真
＝
の

新
著
「
永
田
町
中
国
代
理

人
」（
産
経
新
聞
出
版
）
の

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が

３
月
20
日
、
シ
ェ
ラ
ト
ン

都
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市

天
王
寺
区
上
本
町
６
）
で

開
か
れ
た
。「
長
尾
た
か

し
君
と
日
本
の
未
来
を
創

る
会
」
と
題
す
る
同
パ
ー

　

東
大
阪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
菅
河
憲
三
会
長
）

が
、
２
月
28
日
に
枚
岡
梅

林
公
園
へ
案
内
板
と
掲
示

板
を
寄
贈
し
た
。

　

枚
岡
神
社
の
境
内
に
あ

る
梅
林
公
園
で
、
２
０
１

６
年
ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
り
全
て
伐
採

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
３
年

間
の
経
過
観
察
で
、
梅
林

内
に
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
、
昨
年

３
月
に
白
梅
、
紅
梅
な
ど

２
０
０
本
を
植
え
た
。

　

枚
岡
神
社
の
祈
祷
か
ら

始
ま
り
玉
串
拝
礼
ま
で
格

式
高
い
も
の
だ
っ
た
。
同

ク
ラ
ブ
徳
原
安
洋
奉
仕
委

員
（
45
）
の
司
会
進
行

　

バ
ン
コ
ク
日
本
博
が
９

月
２
日
〜
４
日
に
開
催
さ

れ
る
。
そ
の
募
集
が
始

ま
っ
た
。

　

タ
イ
へ
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

す
る
日
本
の
企
業
・
団
体

を
対
象
に
、
一
般
タ
イ
人

消
費
者
に
向
け
た
広
報
、

販
売
、
市
場
調
査
な
ら
び

に
商
談
会
に
よ
る
販
路
開

拓
を
通
じ
て
、
タ
イ
へ
の

市
場
拡
大
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
旅
行
者
獲
得
、
認
知
度

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

日
時
＝
９
月
２
日
〜
４

日
　

会
場
＝
サ
イ
ア
ム
パ
ラ

ゴ
ン
内
、
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ラ

ゴ
ン
ホ
ー
ル
（
５
階
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
株
式

会
社
つ
き
ま
く
り
（
☎
０

９
０
―
３
１
６
５
―
１
０

８
６
）
へ
。

バ
ン
コ
ク
日
本
博

９
月
２
日
〜
４
日

募集開始

ウクライナの平和を願うコンサートウクライナの平和を願うコンサート

定価1,540円（税込み）

自分自身の問題として考えてほしい

も
う
一
度
永
田
町
で



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和４年４月１日（金）

ウクライナ人の避難生活サポートウクライナ人の避難生活サポート

　

世
界
に
笑
顔
を
呼
び
か

け
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
３
月

20
日
に
エ
ル
・
シ
ア

タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区

北
浜
東
３
）
で
開
か
れ

た
。
主
催
は
日
本
ス
マ

イ
リ
ス
ト
協
会
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て

世
界
が
恐
怖
と
混
乱
に

包
ま
れ
る
な
か
、「
笑

顔
は
平
和
の
象
徴
」
と

力
説
す
る
近
藤
友
二
会

長
（
90
）。
世
界
中
の
人

び
と
に
「
笑
顔
す
る
心
」

が
宿
れ
ば
、
地
球
上
に
争

い
は
な
く
な
る
と
信

じ
て
活
動
を
続
け
て

い
る
。

　

こ
の
日
、
笑
顔

を
テ
ー
マ
に
し
た

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や
日

本
舞
踊
、「
笑
顔
の

歌
」
で
会
場
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。
約
３
５
０
人

の
参
加
者
は
い
つ
の

間
に
か
笑
顔
に
な
っ
て
い

た
。

　

後
半
で

は
、
カ
ナ

ダ
、
ア
メ

リ
カ
、
ブ

ラ
ジ
ル
と

オ
ン
ラ
イ

ン
で
つ
な

が
れ
、「
笑

顔
の
歌
」

の
オ
ン
ラ

イ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
が

披
露
さ
れ

た
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

部
屋
に
着
く
と
、
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
抱
き
つ
い

て
き
た
。
体
が
冷
た
く
な
っ
て
震
え
て
い
る
。

　

ダ
イ
ニ
ン
グ
に
入
る
と
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
配
信
サ
イ
ト
が
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
映
し
出
さ
れ

て
い
た
。

　
「
あ
ま
り
に
も
爆
発
音
が
ひ
ど
い
の
で
、
朝
か

ら
電
話
し
た
わ
。
ご
め
ん
な
さ
い
」

　

こ
こ
数
日
、
爆
撃
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
２
月
４
日
〜
20
日
）
は

終
わ
っ
た
と
い
え
、
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
３

月
４
日
〜
13
日
）
の
真
っ
最
中
だ
。
習
近
平
も
内

心
苛
立
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
聞
か
さ
れ
て
い
た
が
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
て
か
ら
と
い
う
約
束
に
な

っ
て
い
た
筈
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
プ
ー
チ
ン
は
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
始
め

た
。
何
が
彼
を
そ
ん
な
に
焦
ら
せ
た
の
か
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
は
ま
さ
に
決
死
の
覚
悟
で
国

土
を
守
る
た
め
戦
っ

て
い
る
。「
命
よ
り

も
大
切
な
も
の
が
あ

る
」
と
言
い
切
る
彼

ら
の
横
顔
は
清
々
し

い
。
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
大
切
な
も
の

と
は
家
族
で
あ
り
、

国
で
あ
る
。

　

ク
リ
ミ
ア
か
ら
本

土
へ
の
橋
を
若
い
工

兵
ビ
タ
リ
・
シ
ャ
ク

ン
・
ボ
ロ
デ
ィ
ミ
ロ

ビ
ッ
チ
が
爆
破
し

た
。
戦
車
を
本
土
へ

入
れ
な
い
た
め
だ
。
爆
弾
を
橋
に
仕
掛
け
た
後
、

戻
る
時
間
が
な
く
そ
の
場
で
ボ
タ
ン
を
押
し
て
自

爆
し
た
。
そ
の
た
め
、
ロ
シ
ア
軍
の
戦
車
は
本
土

へ
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
時
間
稼
ぎ
か

も
知
れ
な
い
が
、
彼
が
取
っ
た
行
動
は
多
く
の
命

を
救
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

彼
ら
の
勇
敢
に
戦
う
姿
に
心
動
か
さ
れ
た
日
本

人
が
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る
。
在

日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
外
国
人

義
勇
兵
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
約
70
人
が
志
願
し

た
。

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
毎
日
の
爆
撃
に
疲
れ
、
さ
ら

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
広
が
る
嘘
情
報
に
辟へ

き

易え
き

し
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
配
信
を
見
て
い
る
と
言
う
。

　
「
障
が
い
を
乗
り
越
え
て
自
分
の
限
界
に
挑
ん

で
い
る
彼
ら
を
見
て
い
る
と
、
勇
気
づ
け
ら
れ
、

そ
し
て
癒
さ
れ
る
の
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
193　

命よりも大切なものがある

ウクライナ

プリズムホール大規模改修工事
　　　　に伴う休館のお知らせ

八尾市文化会館

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

【改修工事の期間】令和3年4月１日（木）~令和４年７月末

お問い合わせ等

改修工事に関するお問い合わせ　　：八尾市文化・スポーツ振興課 072-924-3909
施設利用などに関するお問い合わせ：プリズムホールお客様窓口　072-924-5111

5日  大阪府倫理法人会事務長　吉田祐介氏「倫理と出合って」

12日  大阪府倫理法人会経営者育成委員長　野口政隆氏「まだ見ぬ自分との出会い」

19日  愛知県倫理法人会幹事長　久間博敬氏「最高の経営指南書〝万人幸福の栞〟」

26日  八尾市倫理法人会実行委員　杉本敏男氏「感謝することの気づき ～『今』を楽しめなかった自分～」

28日  大阪府倫理法人会朝礼委員長　西島俊裕氏「心に倫理の燈火を」

7日  大阪府倫理法人会女性副委員長　岡本笑明氏「倖せになるための 個性倫理学」

14日  豊中市倫理法人会会長　松本直樹氏「明朗は見た目にも明朗であるべし～上を向いて歩こう～」

21日  倫理研究所法人レクチャラー　名倉孝次氏「苦難福門」

8日  東大阪市倫理法人会副会長　金岡重雄氏「生かされて生きる～かたちは消えても魂は生きる」、金岡時子氏「にこいち夫婦」  

15日  大阪府倫理法人会会長　山本一氏「倫理と経営～大転換期を生き抜く～」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場は志紀住宅会館（JR志紀駅・西北へ徒歩10分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23454月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09684月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46774月の予定

22日  大阪府倫理法人会単会活性化プロジェクトサブリーダー　尾村麻由美氏「実践は最強」

「笑顔には笑顔が返る」と話す近藤友二会長（中央）

将
・
山
入
美
佐

子
さ
ん
（
78
）

は
、「
当
時
は

ス
リ
ム
で
ね
。

か
わ
い
ら
し
い

子
で
し
た
。
店

で
バ
ク
転
し
た

り
し
て
、
お
客

さ
ん
を
楽
し
ま

せ
て
人
気
者
で
し
た
よ
」

と
振
り
返
る
。「
高
校
３

年
間
来
て
く
れ
て
ね
。
卒

業
後
は
自
転
車
店
で
働
い

て
い
た
の
に
、
よ
く
ご

は
ん
を
食
べ
さ
せ
ま
し

た
よ
」。
上
野
選
手
は
当

時
毎
日
ジ
ム
に
通
っ
て
い

た
。「
ご
は
ん
を
食
べ
に

店
に
来
て
か
ら
ゴ
ー
ル
ド

ジ
ム
に
行
っ
て
、
帰
っ
て

き
た
ら
ま
た
ご
は
ん
食
べ

さ
せ
て
。
で
も
、
夢
が
実

現
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

彼
女
？　

あ
の
顔
だ
か
ら

い
て
た
ん
ち
ゃ
う
か
な
」。

料
理
長
の
山
入
安
展
さ
ん

（
44
）
は
「
第
１
号
の
サ

イ
ン
色
紙
を
店
に
飾
っ
て

　

そ
の
間
布
施
の
総
合
格

闘
技
道
場
「
パ
ラ
エ
ス
ト

ラ
東
大
阪
」
や
大
阪
市
の

「
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
」
で
体

を
鍛
え
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
当
初
は
人
と
し
て
強

く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
プ

ロ
レ
ス
ラ
ー
の
準
備
期
間

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
途
中
か
ら
プ
ロ
に

な
り
た
い
と
徐
々
に
思
う

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の

で
、
結
果
と
し
て
プ
ロ
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い

う
感
じ
で
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

福
寿
司
（
八
尾
市
北
本

町
３
―
１
―
５
）
の
女

い
る
ん
で
す
」
と
誇
ら
し

げ
に
話
し
て
く
れ
た
。「
東

京
か
ら
フ
ァ
ン
が
店
に
来

て
く
れ
る
の
で
す
。
勇
希

が
宣
伝
し
て
く
れ
て
い
た

の
で
す
ね
」。

　
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
門
を
叩
く
　

　
〈
入
門
当
時
の
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
〉

　

今
は
１
年
に
１
〜
２
回

ほ
ど
合
同
入
門
テ
ス
ト
を

す
る
の
で
す
が
、
当
時
は

随
時
履
歴
書
を
受
け
付
け

て
い
ま
し
た
。
書
類
選
考

を
通
過
し
、
十
三
の
淀
川

区
民
セ
ン
タ
ー
で
吉
村
直

巳
選
手
と
一
緒
に
入
門
テ

ス
ト
を
受
け
ま
し
た
。
テ

ス
ト
ま
で
の
期
間
は
ひ
た

す
ら
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
で
ヒ

ン
ズ
ー
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
ラ

イ
オ
ン
プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

を
し
て
準
備
し
て
い
ま
し

た
。

　
〈
入
門
し
て
か
ら
道
場

で
現
役
レ
ス
ラ
ー
と
一
緒

に
練
習
を
始
め
て
「
や
っ

て
い
け
る
か
な
」
と
い
う

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
〉

　
「
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で

し
た
。
早
く
デ
ビ
ュ
ー
も

し
た
い
し
、
道
場
で
は
基

礎
を
学
べ
て
い
る
と
い
う

こ
と
自
体
が
嬉
し
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
受

け
身
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の

練
習
な
ど
す
ご
く
痛
い
の

で
す
が
、
自
分
が
プ
ロ
レ

ス
ラ
ー
に
近
づ
い
て
い
る

の
だ
と
い
う
実
感
を
持
て

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

た
だ
、
毎
日
が
必
死
で

し
た
。
同
期
の
練
習
生
が

５
人
ほ
ど
い
た
の
で
す

が
、
こ
の
中
の
誰
よ
り
も

早
く
デ
ビ
ュ
ー
し
て
、
だ

れ
よ
り
も
強
く
な
り
た
い

と
い
う
闘
争
心
が
あ
り
ま

し
た
か
ら
。

　
〈
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
と
し

て
の
や
り
が
い
と
面
白

さ
、
逆
に
辛
い
こ
と
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
い
〉

　

面
白
さ
は
プ
ロ
レ
ス
を

初
め
て
見
た
時
か
ら
変
わ

り
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｄ
Ｔ
は
激

し
い
試
合
も
あ
り
、
笑
い

を
取
り
入
れ
た
試
合
も
あ

る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
選

手
が
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

闘
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る

自
分
が
い
ま
す
。
他
の
選

手
の
試
合
を
見
て
い
て
自

分
も
元
気
が
も
ら
え
ま
す
。

明
日
も
ま
た
頑
張
り
た
い

な
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

リ
ン
グ
に
上
が
る
と
充

実
感
が
あ
り
ま
す
。
自
分

が
闘
っ
て
い
る
と
き
は
、

観
客
の
皆
さ
ん
に
元
気
を

持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い
た

い
し
、
も
っ
と
楽
し
い
思

い
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

逆
に
お
客
さ
ん
か
ら
元
気

を
も
ら
う
と
き
も
あ
り
ま

す
。
元
気
と
か
楽
し
さ
を

お
互
い
に
共
有
し
て
い
ま

す
。
と
に
か
く
楽
し
い
で

す
。

　

マ
ッ
ト
に
叩
き
つ
け
ら

れ
た
り
す
る
痛
さ
は
辛
く

は
な
い
で
す
ね
。
逆
に
痛

い
と
き
は
、む
し
ろ「
も
っ

と
来
い
」
と
思
え
る
ぐ
ら

い
で
、
リ
ン
グ
に
上
が
っ

て
い
る
と
気
合
が
先
に
出

て
き
ま
す
。
フ
ァ
ン
が
応

援
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
、「
こ
ん
な
こ
と
で
は

へ
こ
た
れ
な
い
」
っ
て
い

う
気
持
ち
で
い
ま
す
。
辛

い
の
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
フ
ァ
ン
が
声
を
出
せ
な

い
こ
と
で
す
。
声
援
を
も

ら
い
た
い
の
で
す
が
そ
う

も
い
か
ず
、
試
合
中
は
少

し
寂
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
フ
ァ
ン
か
ら

思
わ
ず
漏
れ
る
溜
息
と
か

嗚お

咽え
つ

、
手
拍
子
で
空
気
を

感
じ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
入
門
以
来
辞
め
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で

す
ね
。

　
〈
１
日
ど
れ
く
ら
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る

の
で
す
か
〉

　

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
２
時
間
ぐ
ら
い
、
リ

ン
グ
で
の
練
習
が
１
〜
２

時
間
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

　
〈
白
を
基
調
と
し
た
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
で
す
が
、
こ

だ
わ
り
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
〉

　

明
る
く
爽
や
か
な
気
持

ち
に
な
っ
て
見
て
も
ら
い

た
い
の
と
、
シ
ョ
ー
ト
タ

イ
ツ
に
し
て
い
る
の
は
、

先
輩
レ
ス
ラ
ー
の
大
鷲
透

選
手
に
薦
め
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
デ
ザ
イ

ン
は
友
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

す
ご
く
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。

　
八
尾
に
凱
旋
す
る
こ
と

が
目
標

　
〈
２
０
１
８
年
に
サ
ン

ト
リ
ー
の
伊
右
衛
門
ジ
ャ

ス
ミ
ン
の
Ｃ
Ｍ
に
も
出
ら

れ
ま
し
た
。
ど
う
い
う
経

緯
で
出
演
さ
れ
た
の
で
す

か
。〉

　

か
つ
て
Ｄ
Ｄ
Ｔ
に
所
属

し
て
い
た
飯
伏
幸
太
選
手

の
技
を
受
け
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
役
と
し
て
、
受
け
身

が
と
れ
る
人
を
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
に
回
っ
て
き
ま

し
た
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

も
あ
り
ま
し
た
。
顔
で
選

ば
れ
た
？　

ど
う
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。

（
※
現
在
で
も
動
画
サ
イ

ト
で
閲
覧
で
き
る
）

　
〈
将
来
は
Ｗ
Ｗ
Ｅ
を
目

指
さ
れ
る
の
で
す
か
〉

　

僕
は
プ
ロ
レ
ス
が
好
き

と
い
う
よ
り
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
が

好
き
な
ん
で
す
。
順
番
と

し
て
は
プ
ロ
レ
ス
と
い
う

大
き
な
枠
が
先
に
く
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
Ｄ
Ｄ
Ｔ

が
あ
る
の
で
す
。

　
〈「
お
っ
ぴ
ろ
げ
ア
タ
ッ

ク
」、「
Ｂ
Ｍ
Ｅ
（
ベ
ス

ト
・
ム
ー
ン
サ
ル
ト
・
エ

バ
ー
）」、「
Ｗ
Ｒ
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
必
殺
技
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

し
て
開
発
さ
れ
る
の
で
す

か
〉

　

道
場
で
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
自
分
に
合
う
技
、
自

分
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
一

番
発
揮
さ
れ
る
技
を
考
え

出
し
ま
す
。
一
番
の
技

は
「
Ｗ
Ｒ
」
と
い
う
技
で

す
。
大
阪
で
フ
リ
ー
で
活

躍
中
の
Ｈ
Ｕ
Ｂ
選
手
が
昔

開
発
し
た
技
を
映
像
で
見

て
衝
撃
を
受
け
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
を
出
し
ま
し

た
。
試
合
で
狙
え
る
と
き

が
あ
れ
ば
使
っ
て
も
よ
い

か
と
打
診
し
快
諾
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
実
際

使
っ
て
み
る
と
相
手
に
大

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
、
今
は
僕
の
中
で

の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
と
し

て
使
っ
て
い
ま
す
。

　
〈
竹
下
選
手
と
の
タ
ッ

グ
は
ど
う
で
す
か
〉

　

す
ご
く
や
り
や
す
い
で

す
。
タ
ケ
が
一
番
や
り
た

い
こ
と
も
感
じ
ら
れ
る

し
、
高
校
か
ら
の
付
き
合

い
な
の
で
呼
吸
も
合
っ
て

い
ま
す
。
レ
ス
ラ
ー
に

な
っ
て
か
ら
も
一
番
よ
く

遊
ぶ
仲
で
す
。
リ
ズ
ム
も

一
緒
だ
し
理
解
で
き
る
の

で
や
り
や
す
い
で
す
。

　
〈
最
後
に
八
尾
市
民
に

一
言
〉

　

僕
の
ひ
と
つ
の
大
き
な

目
標
は
八
尾
で
試
合
を
す

る
こ
と
で
す
。
八
尾
に
ま

で
轟
く
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
す
か
ら
、
少
し
で
も
気

に
な
っ
た
ら
Ｄ
Ｄ
Ｔ
プ
ロ

レ
ス
を
観
に
来
て
く
だ
さ

い
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
！

　

第
１
試
合
が
始
ま
る

前
、
気
さ
く
に
写
真
撮
影

や
サ
イ
ン
に
応
じ
る
上
野

選
手
。
ほ
と
ん
ど
が
女
性

フ
ァ
ン
だ
。
メ
ー
ン
イ
ベ

ン
ト
の
入
場
時
に
は
、
上

野
選
手
は「
37（
サ
ウ
ナ
）」

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
登

場
。
試
合
が
始
ま
り
、
竹

下
選
手
か
ら
タ
ッ
チ
を
受

け
リ
ン
グ
に
入
る
と
女
性

フ
ァ
ン
が
一
斉
に
カ
メ
ラ

や
ス
マ
ホ
を
上
野
選
手
に

向
け
る
。
こ
の
日
も
八
尾

の
エ
ー
ス
は
誰
よ
り
も
高

く
跳
ん
で
い
た
。
八
尾
市

民
は
上
野
勇
希
を
待
っ
て

い
る
。

（
中
野
善
典
）

（
お
わ
り
）

八
尾
市
出
身
の
レ
ス
ラ
ー

上
野
勇
希
選
手

DDTプロレスリング
Ultimate Tag League 2022

in OSAKA !!

③

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
活
動
拠
点

　

一
般
財
団
法
人
日
本
国

際
飢
餓
対
策
機
構
（
八
尾

市
弓
削
町
３
―
74
―
１
）

は
、
現
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
隣

国
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ル
ブ

リ
ン
市
と
ス
ロ
バ
キ
ア
に

拠
点
を
確
保
し
て
い
る
。

活
動
計
画
（
３
月
中
旬
時

点
）は
、
第
１
〜
第
３
段
階

ま
で
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
１
段
階
は
①
食
料
や

生
活
支
援
キ
ッ
ト
の
配

布
、
②
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
い

る
難
民
の
一
時
避
難
場
所

の
提
供
。
第
２
、
第
３
段

階
は
停
戦
を
見
据
え
て
、

③
復
興
の
た
め
の
心
の
ケ

ア
、
④
元
の
居
住
地
へ
の

帰
還
支
援
、
⑤
復
興
・
生

活
再
建
と
し
て
い
る
。

　

第
１
段
階
で
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
、
チ
ェ

ル
カ
ー
ス
ィ
、
メ
ル
ト
ポ

リ
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
へ
の
食
料
・

緊
急
キ
ッ
ト
の
配
布
（
３

月
に
入
り
戦
闘
激
化
で
中

断
）と
同
ウ
ジ
ホ
ロ
ド
で
戦

火
を
逃
れ
て
き
た
国
内
避

難
民
と
ス
ロ
バ
キ
ア
に
逃

れ
た
避
難
民
へ
の
食
料
提

供
（
計
２
８
０
０
食
）を
実

施
し
た
。
ま
た
、
戦
闘
が

激
化
し
て
い
る
東
部
で
避

難
で
き
な
い
２
万
人
に
緊

急
支
援
キ
ッ
ト
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
ル
ブ
リ
ン
市
内

で
難
民
の
た
め
の
一
時
避

難
場
所
（
滞
在
最
長
１
年
）

を
設
け
て
、
避
難
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ
ス

タ
ッ
フ
３
人
を

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
派
遣

　

ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ
は
３
月

21
日
に
緊
急
支
援
活
動
へ

の
人
的
協
力
と
し
て
、
ス

タ
ッ
フ
の
近
藤
、
申
、
ジ
ェ

ロ
ム
の
３
人
を
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
派
遣
し
た
。
３
人
は

４
月
上
旬
ま
で
滞
在
し
、

国
際
飢
餓
対
策
機
構
の
緊

急
支
援
活
動
に
加
わ
る
。

現
地
で
の
支
援
活
動
の
様

子
を
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
伝
え
る
他
、「
ハ
ン

ガ
ー
ゼ
ロ
・
ニ
ュ
ー
ス
」

で
も
詳
し
く
報
告
す
る
。

　

加
え
て
、
３
月
初
め
に

単
身
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
入
り
、

い
ち
早
く
難
民
支
援
を
し

て
い
る
フ
ル
ー
ト
奏
者
の

ソ
ン
・
ソ
ル
ナ
ム
氏
（
ハ

ン
ガ
ー
ゼ
ロ
親
善
大
使
）と

も
合
流
し
て
協
力
す
る
。

ソ
ル
ナ
ム
氏
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
鉄
道
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
着
い
た
避
難
民
の

心
を
癒
そ
う
と
駅
の
ホ
ー

ム
や
構
内
で
フ
ル
ー
ト
演

奏
を
し
た
り
、
国
境
を
徒

歩
で
超
え
て
き
た
母
子
家

族
ら
の
た
め
に
自
ら
が
用

意
し
た
複
数
台
の
車
で「
移

動
セ
ン
タ
ー
」や
必
要
に
応

じ
て
首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
ま

で
送
迎
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
。

【緊急支援募金】
募金は①郵便振替　②ホームページからのクレ
ジットカード決済利用の２種類
①郵便振替　00170-9-68590 一般財団法人
日本国際飢餓対策機構　「ウクライナ緊急支援」と明記
②ホームページ　募金画面からクレジットカード、コンビニ決済
がご利用できます。

イ ベ ン ト 情 報

日時：４月３日（日）
　　　午後３時～午後５時
　「ウクライナの心」（ドニエプル出
版刊、定価 550 円・税込み）の無
料オンライン講義が 4月 3 日（日）
15:00 ～ 17:00 に開かれる。編訳者
の中澤英彦さんとインナ・ガジェン
コさんが、ウクライーンカ（詩劇）
とスコヴォロダ（寓話）の魅力につ
いて話す。
　申し込みは、ドニエプル出版
（info@dnipro-p.com）へ。

新刊「ウクライナの心」
無料オンライン講義

権
を
取
り
戻
す
の
が
「
正

義
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
踏
み
に
じ
る
の
が
邪

悪
な
テ
ロ
支
援
国
家
で
あ

る
の
で
、
そ
こ
と
の
戦
い

な
の
で
す
。

す
。
最
後
に
必
ず
、
正
義

を
か
な
え
る
」、「
大
き
な

喜
び
、
正
義
が
な
さ
れ
る

光
景
が
一
刻
も
早
く
、
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま

す
」
と
早
紀
江
さ
ん
は
書

い
て
い
ま
す
。
拓
也
さ
ん

に
と
っ
て
「
正
義
」
を
ど

の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
ま

す
か
》

　

人
の
人
生

を
、
尊
厳
や
人
権
を
奪
い

去
る
と
か
踏
み
に
じ
る
と

い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
正

義
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
と
し
て
闘
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
日
本
の
よ

う
な
豊
か
な
国
で
な
く
、

食
料
も
医
療
も
行
き
届
い

て
い
な
い
、
あ
る
意
味
国

家
自
体
が
監
獄
国
家
で
、

そ
ん
な
な
か
で
日
々
生
き

る
、
い
や
生
き
延
び
る
た

め
に
過
ご
し
て
い
る
姉
を

取
り
戻
す
に
は
、
送
れ
た

は
ず
の
豊
か
な
人
生
や
人

が
、
母
と
し
て
は
活
動
は

父
が
中
心
に
回
し
て
や
っ

て
い
ま
し
た
。
母
は
一
緒

に
つ
い
て
ま
わ
っ
て
い
る

と
い
う
認
識
で
し
た
が
、

父
ひ
と
り
で
も
な
け
れ
ば

母
ひ
と
り
で
も
な
い
活
動

で
し
た
。
１
９
９
７
年
の

家
族
会
結
成
か
ら
も
そ
う

で
す
し
、
１
９
９
７
年
の

44
年
前
か
ら
も
そ
う
で
す

が
、
当
時
新
潟
県
警
に

行
っ
た
と
き
も
父
が
最
初

に
応
対
し
ま
し
た
が
母
も

一
緒
で
し
た
。
家
族
会
の

代
表
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

全
国
１
４
０
０
回
の
講
演

や
集
会
に
行
っ
て
も
両
親

２
人
一
緒
だ
っ
た
の
で
、

二
人
三
脚
で
し
た
。
１
人

の
活
動
の
歴
史
で
は
な
く

２
人
の
歩
み
だ
か
ら
、
そ

こ
に
は
常
に
滋
の
名
前
は

要
る
と
母
は
今
で
も
言
っ

て
い
ま
す
。

　
《
２
０
２
０
年
７
月
12

日
付
産
経
新
聞
紙
上
の
、

滋
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ

と
を
知
ら
せ
る
「
め
ぐ
み

へ
の
手
紙
」
に
は
、「
め

ぐ
み
た
ち
を
全
員
救
い
出

言
い
た
く
て
も
言
葉
を
発

す
る
こ
と
を
控
え
て
い
た

時
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
し
、
言
い
た
く
な
い
こ

と
を
代
表
の
立
場
と
し
て

言
葉
を
選
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
飯
塚
繁
雄
さ
ん

も
父
も
代
表
と
し
て
の
責

務
・
立
場
の
中
で
、
苦
し

い
立
場
の
は
ざ
ま
の
中

で
、
個
人
と
代
表
と
い
う

は
ざ
ま
の
中
で
必
死
に
10

年
、
14
年
と
活
動
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。
そ
こ
は
私
も
同

じ
よ
う
に
言

葉
を
選
ん
で

活
動
し
て
い

き
た
い
と
い

う
思
い
で
す
。

　
《「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
」
か
ら
始
ま
る

産
経
新
聞
紙
上
で
連
載
さ

れ
て
い
る
「
め
ぐ
み
へ
の

手
紙
」。
父
滋
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
て
か
ら
も
署
名

が
「
横
田
滋　

横
田
早
紀

江
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
》

　

こ
の
こ
と
は
母
と
も
話

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
父
は
先
頭
に
立
っ
て

や
っ
て
い
た
わ
け
で
す

　

私
が
考
え
て
い
る
以
上

に
実
は
や
っ
ぱ
り
深
い
と

こ
ろ
で
怒
り
と
い
う
か
重

い
信
念
を
持
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
す
。
だ
か
ら
む
し
ろ
、

世
界
に
笑
顔
を

呼
び
か
け
る
コ
ン
サ
ー
ト

広域

ウクライナにとどまっている避難民（現在は未確認）

拉致問題の本質は主権問題拉致問題の本質は主権問題⑸⑸
横田めぐみさんの弟 横田拓也家族会代表が講演

（
中
野
善
典
）

（
つ
づ
く
）

一般財団法人日本国際飢餓対策機構

TEL 072-920-2225

笑顔は平和の象徴

豊
か
な
人
生
や
人
権
を

取
り
戻
す
の
が「
正
義
」

大きな目標は八尾
で試合をすること
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